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奈良時代プリント 名前

問1 奈良時代の国際交流の様子を伝える資料として、東大寺には当時の宝物を納めた高床式の倉庫が残されています。この建物の名称と、そこに保
管されている品々が示す当時の状況について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2019年 徳島県公立入試 類似）

1. 法隆寺（ほうりゅうじ）には、日
本独自の風土や好みに合わせた国風
文化の作品が多く納められ、貴族の
生活の様子を伝えている。

2. 鳳凰堂（ほうおうどう）には、浄
土信仰に基づく仏像が安置され、平
安時代の武士の台頭による社会不安
を反映している。

3. 唐招提寺（とうしょうだいじ）に
は、鑑真が持ち込んだ経典が納めら
れ、遣隋使によってもたらされた仏
教文化の広まりを示している。

4. 正倉院（しょうそういん）には、
唐や西アジアの文化の影響を受けた
工芸品が納められ、天平文化の国際
性を今に伝えている。

問2 8世紀の日本の特色をまとめた記述において、当時の文化は「大陸の影響を受けた国際色豊かな文化」と表現されます。この文化を象徴する正倉
院に収蔵されている宝物の特徴として、最も適切なものはどれですか。 （2017年 福岡県公立入試 類似）

1. 禅宗の影響を受け、武士の精神性
を反映した簡素で力強い品々

2. ペルシャ風の文様やガラス製品な
ど、西アジアや唐の影響を受けた品
々

3. 平安京への遷都以降に発達した、
日本独自の風土や感覚に基づいた品
々

4. ヨーロッパからの宣教師によって
もたらされた、活版印刷機やキリス
ト教関連の品々

問3 聖武天皇が、平城京の造営費用などに充てられた「和同開珎」という貨幣が流通していた時代に、全国各地に国分寺・国分尼寺を建立すること
を命じた目的として、最も適切なものはどれか。 （2023年 栃木県公立入試 類似）

1. 仏教の力によって国家の安定を図
る「鎮護国家」の思想に基づき、社
会の不安を鎮めるため

2. 遣唐使の派遣を停止し、大陸の文
化に依存しない日本独自の文化を地
方へ広めるため

3. 冠位十二階の制度を補完し、寺院
の僧侶を官吏として全国の行政組織
に組み込むため

4. 平将門の乱などの地方での反乱を
鎮圧するために、軍事拠点としての
機能を持たせるため

問4 律令制度の下で実施された班田収授法では、6歳以上の男女に口分田が与えられました。この口分田の面積に応じて課され、収穫高の約3％にあ
たる稲を地方の諸国にある倉庫に納めた税を何と呼びますか。 （2019年 大阪府公立入試 類似）

1. 雑徭 2. 租 3. 調 4. 庸

問5 奈良時代、聖武天皇は相次ぐ反乱や疫病といった社会不安を鎮め、国家を安定させるために仏教の力を利用しようと考えました。このように、
仏教の教えによって国を守ろうとする思想を何と呼びますか。 （2026年 北海道公立入試 類似）

1. 尊王攘夷の思想 2. 末法思想 3. 鎮護国家の思想 4. 神仏習合の思想

問6 律令国家の税制において、戸籍に登録された人々に対する土地の配布と税の負担に関する説明として、当時の制度の仕組みを正しく述べている
ものはどれですか。 （2023年 長野県公立入試 類似）

1. 6歳以上の男女に土地が与えられ
たが、実際に税として稲を納める義
務があったのは戸主のみであった

2. 土地の不足を防ぐため、口分田は
成人した男性のみに与えられ、その
代表として戸主が税を負担した

3. 戸籍に記載された家族のうち、労
働力となる男性のみに土地が与えら
れ、布や特産物を納める義務が生じ
た

4. 戸籍に登録された者のうち、6歳
以上の男女であれば身分に応じた広
さの土地が与えられ、収穫に応じた
税を納めた

問7 奈良時代には、国家の成り立ちや天皇による統治の由来を記した歴史書と並行して、地方の状況を詳しくまとめた『風土記』が編纂されました
。この『風土記』の内容について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2019年 三重県公立入試 類似）

1. 天皇の系譜や神話を中心に、国家
の正統性を主張するためにまとめら
れた。

2. 防人や貴族など、様々な立場の人
々が詠んだ歌を集めた日本最古の和
歌集である。

3. 仏教の力で国を守るため、聖武天
皇の命により全国の国ごとに建立さ
れた。

4. 全国の土地の肥沃さや特産物、地
名の由来や古い伝説などが記録され
た。

問8 奈良時代の中頃、聖武天皇は、社会の混乱を鎮めるために仏教の力によって国家の安泰をはかろうとしました。このような考え方を何といいま
すか。 （2023年 高知県公立入試 類似）

1. 神仏習合 2. 鎮護国家の思想 3. 浄土信仰 4. 末法思想

問9 奈良時代の中期、疫病の流行や相次ぐ政変による社会の混乱を鎮めるため、仏教の力で国家の安定を図ろうとする「鎮護国家」の思想が広まり
ました。この方針に基づき、全国の国ごとに国分寺・国分尼寺を建立するよう命じた天皇は誰ですか。 （2016年 富山県公立入試 類似）

1. 聖徳太子 2. 桓武天皇 3. 聖武天皇 4. 天武天皇

問10 重要文化財（建造物等）の指定件数に関する統計において、東京都や京都府に次いで全国3位の約1500件を記録している県があります。世界最
古の木造建築物である法隆寺などの古い寺院が数多く存在し、かつて日本の政治の中心地であった歴史を持つこの都道府県はどこですか。
（2016年 長野県公立入試 類似）

1. 大阪府 2. 滋賀県 3. 奈良県 4. 和歌山県

問11 奈良時代において、疫病の流行や政治的な混乱から国家の安定をはかるため、仏教の力で国を守ろうとする思想を何と呼びますか。この思想に
基づき、各地に国分寺や国分尼寺が建立されました。 （2017年 奈良県公立入試 類似）

1. 律令政治 2. 鎮護国家 3. 本地垂迹 4. 王土王民

問12 8世紀、遣唐使が頻繁に派遣されていた時期に、聖武天皇が仏教の力で国家の安定を図る「鎮護国家」の思想に基づいて建立した、都にある寺院
はどこですか。 （2025年 北海道公立入試 類似）

1. 法隆寺 2. 東大寺 3. 平等院鳳凰堂 4. 金剛峰寺

問13 律令国家が確立された後、政府は支配地域をさらに広げるために東北地方への進出を強めました。9世紀初め、桓武天皇によって征夷大将軍に任
命され、蝦夷の軍事指導者であったアテルイを降伏させるなど、北方の支配拡大に大きく貢献した人物は誰ですか。 （2019年 徳島県公立入試 類似）

1. 坂上田村麻呂 2. 足利尊氏 3. 中大兄皇子 4. 北条時宗

問14 律令国家において、都と地方を結ぶ道路が大規模に整備された主な目的として、最も適切な説明はどれですか。 （2022年 長野県公立入試 類似）

1. 日明貿易によって輸入された生糸
や陶磁器を、地方の有力者に売りさ
ばくため

2. 遣唐使が中国から持ち帰った貴重
な品物を、速やかに全国の国分寺へ
配布するため

3. 各地の特産物や布などの税を、成
人男性が自ら都へ運ぶための経路を
確保するため

4. 琉球王国の使節が、朝廷に特産物
を献上するために通る専用の道を設
けるため
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

正倉院（しょうそういん）には、唐や西アジ
アの文化の影響を受けた工芸品が納められ、
天平文化の国際性を今に伝えている。

東大寺の正倉院には聖武天皇の遺愛品をはじめ、遣唐使が持ち帰った数多くの宝物が保管され
ています。これらの品々にはペルシャ（イラン）風の模様が施されたガラス器や、唐で作られ
た楽器などが含まれており、当時の日本が大陸との交流を通じて遠く西方の文化とも繋がって
いた「シルクロードの終着点」であったことを象徴しています。

問2 答え 2
ペルシャ風の文様やガラス製品など、西アジ
アや唐の影響を受けた品々

聖武天皇の時代の文化は天平文化と呼ばれ、唐の文化や仏教が強く影響していました。正倉院
の宝物には、遠く西アジアからシルクロードを渡って伝わった工芸品が多数含まれており、当
時の日本が国際的なネットワークの終着点であったことを示しています。桓武天皇による平安
遷都後の国風文化とは区別が必要です。

問3 答え 1
仏教の力によって国家の安定を図る「鎮護国
家」の思想に基づき、社会の不安を鎮めるた
め

奈良時代の聖武天皇は、相次ぐ疫病や社会不安、政治的な混乱を背景に、仏教の力で国を護ろ
うとする「鎮護国家」の思想を推進しました。その一環として、都の東大寺を中心とし、全国
の各令制国に国分寺・国分尼寺を建立させました。選択肢にある「遣唐使の停止」や「平将門
の乱」は平安時代の出来事であり、「冠位十二階」は飛鳥時代の聖徳太子による制度です。

問4 答え 2
租

律令制における「租」は、土地（口分田）を対象に課された税です。班田収授法によって配分
された口分田の面積に基づき、収穫した稲を納めました。納められた稲は、主に地方（国府な
ど）の財源や飢饉に備えた備蓄として利用された点が、都へ運ばれた「調」や「庸」との大き
な違いです。

問5 答え 3
鎮護国家の思想

聖武天皇の時代は、天然痘の流行や藤原広嗣の乱など、社会的に不安定な状況が続いていまし
た。これらを解決するために、仏教の教えを政治に取り入れ、国家の安泰を願う「鎮護国家」
の思想が推進されました。その具体的な施策として、全国に国分寺・国分尼寺が建立されるこ
ととなりました。

問6 答え 4
戸籍に登録された者のうち、6歳以上の男女
であれば身分に応じた広さの土地が与えられ
、収穫に応じた税を納めた

班田収授法の特徴は、戸主などの代表者だけではなく、戸籍に登録された「6歳以上の男女」
一人ひとりを対象に土地（口分田）を割り当てた点にあります。政府は戸籍を通じて民衆を個
人単位で把握し、性別や身分に応じた面積の土地を与える代わりに、収穫物から「租」を徴収
することで、国家の安定した財政収入を確保しようとしました。

問7 答え 4
全国の土地の肥沃さや特産物、地名の由来や
古い伝説などが記録された。

『風土記』は、中央政府が地方を管理するために、各国の経済的な資源（産物や土地の様子）
や文化的な背景（地名の由来や伝承）を報告させたものです。一方、国家の成り立ちを記した
ものは『古事記』や『日本書紀』、和歌を集めたものは『万葉集』、仏教によって国を守ろう
としたのは「国分寺・国分尼寺の建立」であり、それぞれ目的が異なります。

問8 答え 2
鎮護国家の思想

聖武天皇の時代には、疫病の流行や政治的な混乱が続いていました。天皇はこれらを仏教の力
で解決しようと考え、この思想に基づいて全国に寺院を建立するなどの政策を推し進めました
。仏教を国家の統治に利用しようとした点が特徴です。

問9 答え 3
聖武天皇

奈良時代には天然痘の流行や藤原広嗣の乱などが起こり、社会が不安定な状況にありました。
当時の天皇は、仏教の加護によってこれらの災いから国を守るという「鎮護国家」の思想を重
視し、地方行政単位である「国」ごとに国分寺・国分尼寺を建てることを命じました。聖徳太
子は飛鳥時代の人物であり、天武天皇は律令国家の基礎を固めた人物、桓武天皇は平安遷都を
行った人物です。

問1
0

答え 3
奈良県

奈良県は、7世紀から8世紀にかけて平城京が置かれるなど、日本の政治や文化の拠点として栄
えた歴史があります。そのため、当時の高い建築技術を伝える法隆寺などの歴史的建造物が数
多く現存しており、重要文化財の指定件数が非常に多いことが特徴です。

問1
1

答え 2
鎮護国家

奈良時代の聖武天皇は、天然痘の流行や貴族の対立による社会の不安を解消するため、仏教に
よって国家を安定させる「鎮護国家」の思想を推進しました。この方針に基づき、都には東大
寺、諸国には国分寺・国分尼寺が建てられることとなりました。

問1
2

答え 2
東大寺

奈良時代、聖武天皇は平城京に国を象徴する寺院として東大寺を建て、大仏を安置しました。
法隆寺は飛鳥時代に聖徳太子によって建てられた寺院であり、平等院鳳凰堂は平安時代の藤原
頼通によるもの、金剛峰寺は平安時代初期に空海が開いた寺院です。

問1
3

答え 1
坂上田村麻呂

律令国家の形成期から拡大期にかけて、東北地方に住む人々（蝦夷）への支配を広げることは
国家の大きな課題でした。坂上田村麻呂は征夷大将軍として組織的な軍事行動を行い、胆沢城
（現在の岩手県）を築くなどして政府の支配圏を北へと押し広げました。これは、律令国家が
成熟し、領域国家として拡大していった過程を示す重要な出来事です。

問1
4

答え 3
各地の特産物や布などの税を、成人男性が自
ら都へ運ぶための経路を確保するため

律令国家では、公地公民の原則に基づき、人民に租・庸・調などの税を課しました。このうち
、布を納める「庸」や、各地の特産物を納める「調」は、納税者である成人男性が自ら都まで
運ぶ義務（運脚）がありました。国家が道路を整備したのは、これら地方からの物資を確実に
中央（都）へ集約させ、国家の財政を維持するためという背景があります。


